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長野県は埋蔵文化財の豊富なことで知られ,伊那谷がまたその宝庫であること

はかねて専門家によって,あ まねく世に紹介されているところであるが,時代の

進運により産業開発の波が社会機構を大きく変貌させ,地方の農地造成開田事業

としての活動が頻繁になるにつれ,地下の埋蔵文化財が緊急発掘を余儀なくされ

ている。そのため伊那市においてはすでに御殿場遺跡の発掘調査についで,三 ツ

木遺跡の発掘調査を終 り今回さらに福島遺跡の発塀を手がけた。福島遺跡は伊那

市の北部,天竜川東岸の大字福島地区に発達した河岸段丘上下段に広く分布して

いる。この度の発掘事業は都合により,そのうちの上段南部に位した1987,1991,

1993,1994番地にあたる畑20数アールに限った地域で行われた。この地はもとも

と水の便に恵まれず,従来畑作より致し方なかったのであるが,巨大な揚水機の

開発によって,天竜川から大量の水を段丘上に導くことが可能となり,昭和41年

上伊那郡伊那土地改良区 (理事長清水国彦)に よって65ヘ クタールに及ぶ開田事

業が計画されたのである。そして昭和42年秋の畑作物収穫直後にはブル トーザー

が縦横に走 りはじめるとのことであった。このため伊那市教育委員会は当該地区

に含まれる貴重な埋蔵文化財の消滅をおそれ,緊急発掘調査による記録保存事業

を計画した。事業の計画にあたっては長野県教育委員会文化財担当林茂樹指導主

事の熱心な指導と助言を受け諸般の準備を進めた。

福島遺跡はすでに長野県埋蔵文化財包蔵地台帳に登載されて居 り,包蔵物の内

容は主として古墳時代及び歴史時代の集落跡である。したがって縄文,弥生時代

に比し比較的新しい時代であるだけに,当時の農耕文化を知る上には極めて有力

な資料が豊富に含まれている地域である。
′
今回の発掘調査にあたって伊那市教育

委員会は前回までの方法を変え,こ れを全面的に大学の研究室に委託して行なう

方針のもとに林主事の御意見を伺ったところ同意を得た。そこで大学をどこにす

るかの斡旋及び決定を一切同主事に一任して進めた。その結果国士館大学に依頼

することとなり同大学の大川清助教授に委託することとなった。ところが補助金

等助成事業に関係して国の意見もあり,最終的には伊那市教育委員会が事業の主

体者であることには変 りがないが,実質的には国士館大学による発掘調査である



ということになった。以後後文に見られるような経過をたどって発掘調査は進め

られたが,事前調査によって予想された以上に,その包蔵地は広範で,発掘を予

定した地域からさらに段丘添いに北の方面へ,さ らには東部手良地区にわたる一

大集落地跡であることをつきとめ,遺物には須恵器のほかにりっばな灰釉陶器を

みると同時に,鉄製品また焼けた鉄暦等の豊富なことが特徴づけられる等非常な

成果があった。その間文部省の埋蔵文化財担当亀井技官の視察があり,貴重な遺

跡として今後の保存方につき熱心な御助言を賜わるほどであった。その間大川助

教授の精力的な努力と厳格な指導により同教授に引率された大学生男女14名 の,

文字通り上にまみれて炎熱下の疲れを知らぬ作業活動と,発掘に参加された地域

の人々,小中学生,郡下の高校生,市内外の文化財関係者等の献身的な御協力 ,

ことに大学発掘班が福島区の公会堂に宿泊したことから,区長松崎親助氏及び関

係者のなみなみならぬ諸般の御協力を得たこと, また同地区三沢八郎開田委員

長,土地所有者等の深い御理解と御助力に対し,教育委員会として深甚なる感謝

の意を表わすものである。時あたかも酷暑の候不便な野外での重労働でありなが

ら一同何等の故障もなく,お互に楽しく作業に終始できて所期の目的を達し得た

ことを心から有難く思っている次第である。

さて,その後一年余,磁大な発掘品の整理に鋭意専念され, こゝに早くも正報

告が上梓されることになったことはひとえに国士館大学助教授大川清氏を中心と

した同大学考古学研究室学生諸君の賜であり,発掘主体関係者一同を代表し,厚

く御礼申し上げる次第です。

本書が地元伊那市の歴史究明のみならず,広 く日本の考古学会に大きな役割を

果すことを念じて序としたい。

昭和43年 10月 10日

伊Jlll市教育長

小 林 重 男



上梓のことば

長野県考古学会研究報告の第 6冊 として,国士館大学助教授大川清先生の調査

研究による伊那・福島遺跡を当てることのできたのは望外の喜びである。

伊那市龍東の第 4段丘上の高燥台地に,灰釉陶器を中心とした,きわめて特異

な上代遺跡が存在することは,はやくから林 茂樹氏らの注意にのぼっていた。
昭和42年においてポンプアップされて,か らくも開田された地籍であ ってみれ

ば,むろん水稲農村集落とは考えにくい土地柄であった。室町期の諏訪古文書に

牧福島という呼称ででてくる村落といかなる関係があるか,ま た,古代の東山道

との何等かの関連など,いろいろな想像のうちにおかれていた。

今回,開田工事によって一応壊滅のかたちとなる悲運のうちに,僅かな時間を

得て,大川先生ほか国士館大学研究室各位の努力により,その部分とはいえ,正

鵠の記録を残し得たことは,誠に遺減のうちにも,望外のよろこびであった。

この労作を本会にゆだねられた大川清先生,さ らに出版にさいして,強力な御

援助を下さった伊那市教育委員会に対して厚く御礼を申し上げたい。

1968.10.10

長野県考古学鉄
藤 森 栄 一



例

1 本書は,本委員会が実施した福島遺跡の調査報告中特に図版,実測図を多用

して資料集的にまとめたものである。

2 本文執筆は下記の通りである。

発掘調査日誌一本会事務局 住居址一戸田有二氏 遺物一高橋章氏・伊藤博

幸氏

以上を調査担当者国士館大学助教授大川清氏が補訂し,全体をまとめた。
｀

3 図版,挿図作成は遺跡実測図戸田有二氏,遺物実測図高橋章・伊藤博幸両氏

が主として当り,田中義和・井博幸,阿部恭平各氏にも御援助いただいた。ま

た遺跡写真は大川清氏,遺物写真は国士館大学技師高橋義男氏におねがいした

記して感謝する次第である。

4 遺物中,ガ ラス (第 18図版-11)については東京教育大学助教授増田精一氏

の御教示を得た。このガラスはソーダガラスで,製作地は日本ではないらしく,

本遺蹟 (D-13)に 属するものであればきわめて興味深い。詳細は後日別篇に

ゆず りたい。

5 住居址実測図中S3,H2,K2,T4と 記してあるものは「 S」 は須恵器,「 H」

は土師器「 K」 は灰釉陶器,「 T」 は鉄器などで,番号は一覧表記載のもので

ある。

土器一覧表の種別も上記と同様である色調のうち,内面の「黒」というのは

黒色土器 (坪井清足氏提唱)である。

出土位置の「床」は床面または床にきはめて近い場所,「埋」は「床」以外

の堅穴内の埋積土中出上のものである。焼成の「 A」 は良好,「 B」 は普通 ,

「 C」 は不良である。

6 本書の編集は国士館大学考古学研究室が専ら当り,印刷業務は長野県考古学
.会幹事樋口昇一氏が当った。厚く御礼申し上げる。

口
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は じ め に

は じ め に

昭和41年福島地区の農地造成開田事業計画が進むにつれ,同地区の埋蔵文化財発掘調査計画

も具体的になり,第 1に国及び県の補助金を仰ぎ国の助成事業として許可をとることカミでき

た。一方この発掘調査を進めていく本部の人的組織として次のような委員会及び調査団をもっ

た。

福島遺跡発掘調査委員会

委員長 伊 那 市 教 育 委 員 会  小  林

委 員 長野県文化財 保 護 委 員  向  山

伊那市文化財審議委員長  有  賀

上 伊 那 教 育 会 長  松  沢

伊那土地改良区理 事 長  清  水

伊那市文化財 審議 委 員  松  沢

ク       三  沢

男

重
　
一

重
　
雅

一只

一  美

国  彦

新右ヱ門

三  竿

同調査団

団  長 国士館大学文学部

考古学研究室     大  川     清

団長補佐 長野県教育委員会指導主事 林     茂  樹 .

団  員 上伊那郡官田村      友  野  良  一

ク  伊那市中央区       御 子 柴  泰  正

ク  伊那市西町        根  津  清  志

ク  上伊那郡官田村      太  田     保

事 務 局  春日社会教育課長,保坂係長,田 中主事

7月 17日 ,伊那市教育委員会において福島遺跡緊急発掘調査委員会を開き,林団長補佐の出

席のもとに今後の調査に関する基本事項をきめ,そ の後現地に向かい表面調査をした。

7月 19日 ,東京より大川団長の出席を得て再び現地の表面調査を行ない, 調査 の 日時,方

法,地域設定など具体的な取 りきめを行なった。この 2回の調査によって問題にな った こ と

は,包蔵範囲が非常に広くかつ豊富であること,したがってもっともよい場所を選定し,限 ら

れた日程で能率的に如何に実績をあげるかということであった。

7月 27日 ,市教育委員会において調査委員会を開く。遺跡発掘計画について次の事項を確認

する。遺跡発掘調査委員会規定,工程仕様,発掘工程,工事費用概算,作業員の確保等,その



は じ め に

うち発掘工程を 8月 1日 諸準備,同 2日 , 3日 トレンチ作業,同 4日 より本発掘作業とし,11

日までの10間 ときめた。しかし実際には発掘調査の経過にみられるように,は じめ予定しなか

ったブル ドーザーの力を借 りるなど作業量のぼう大なため, この発掘工程は変更を余儀なくさ

れ,お盆の14日 ,15日 を休み延15日 を要して 8月 17日 に終了した。

調査補助員

石田雅樹,花岡尚美,今泉 功,原 仲滋,田中幸雄,石山勇一,戸田有二,

高橋 章,阿部峻六,福田恭子,上出栄子,西本三平 (以上国士館大学学生)

鈴木一和雄,中司照世 (以上早稲田大学学生)

R  3  8  輛布饉 瞑から疑

I]飯 至 しは1と至
3     3    3

Fig。 1 遺跡附近地形図 1/75,000
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発掘調査日誌

発 折]調 査 日 誌

8月 1日 (火 )口 li

午後 1時20分 人川IJ12,1ク びに国 |:館 大学学ィ119名 福島公民角1に到着,遺跡発掘予定地「ニ

ガナγli lの Jjl地 ド見, ダンフカー 1台, ライトバン1台にて発掘諸材料の運搬作業,発枡1地を

第 1侯補地の 1ニ カナγli lに 決定するぃ

発榊1地南側山林内に本‖;並びに体[り ]の幕舎を 4張 り造る.林道に飯台を設置する。林道 ,

農道のヤブ切り作業,辻「1路,標識板,発掘現場案内板 4を設置する。

午後 5時 40分,松崎 |え長宅において明 2日 より発掘作業に伴う打合せをおこなう。

8月 2日 (ガく)‖ li

A地区 地番362 地ili 藤11 覚,  耕作考 三Jt 淳
この地区に巾約 lm,間隔約 3m,長 さ約36mの トレンチを 4本入れる。 トレンチによって

住居跡 61F分を確認し各跡の発掘にかかる.5号跡より刀子,鉄製紡錘 Tにの出上があった。

午後 4時臨時電話架設完 了。

8月 3日 (木)口fi

電話本国よりi血話可能, ll務,作業連絡上好都合。

A地区各レナ跡の川!積上を除去し31滝 ,床面の整理作業を進める。

C地 lκ 地番361 地:ll i″ tF/Jり ;  耕作者 li沢  多

A地区の見透しがついたのて北側のC地区を発勤1地 とし,巾約 lm,間隔約 3m,長 さ約20

mの トレンチを 3本人れる。

市議会六波羅文教厚生委員長,三沢孔文先生の視察があった。

Fig.2 遺跡の遠望



発掘調査日誌

8月 4日 (金)晴

A地区 1, 2, 3, 4号 跡は床面の清掃と実測にかかる。 5号跡は若干おくれ床面,壁の清

1予をおこなう。

C地区は, トレンチを拡張する。黒色上の堆積がA地区に比べて厚く作業は困難であった。

ために作業能率があがらない。午後 2時30分,伊 Jlll市のブル ドーザー到着,早速ローム層上面

まで除土する。

D地区 地番360 地主 三沢初男  耕

“

F者 三沢 多

ブル ドーザーによってローム層上面までの除土をおこなう。面積は41× 6m。

8月 5日 (土)晴

本日より早稲田大学学生 鈴木,中司両君補助調査員として参加する。

A地区は, 1, 4, 5号 の実測をおこなう。

B地区 地番369 地主 三沢文雄  耕作者 三沢 淳

午前中はブル ドーザーにてローム層上面までの全面を除土した。面積は51× 22m。

D地区

ブル ドーザーで除上した後,巾約 lm,間隔 3mの トレンチを 4本設定,発掘を進めた。午

後になって住居跡を確認するとともに,掘立柱の建築遺構と思われる掘形を多数発見した。

C地区は今日までの盛土をブル ドーザーにて移動した。また一部拡張部の除土をおこなう。

手良台地から水準点の移動により,調査地域一帯は標高721m前後であることを確認した。

写真撮影用ヤグラの柱 4本 ,パ ネル 2枚宮下建設より借用,市の トラックにて現場へ運搬。

8月 6日 (日 )晴

C地区は住居跡の埋積上の除去にかかり,一輪車にて土の運搬をおこなう。

D地区は住居跡とその間に掘立遺構の柱穴が多数発見されたので,全面発掘をおこなうこと

とし,一輪車を総動員して土の運搬をおこなった。

飯島文化財審議委員の視察があった。

8月 7日 (月 )晴                  ｀

C地区は昨日に引き続き第 7号跡を掘 り下げ床面を出す,鉄斧,腰帯金具などを出土した。

西側の盛土をブル ドーザーにて移動した。

D地区の東側カンラン畑をブル ドーザーにて除土し,D地区の拡張をおこなった。

小林委員長,大川団長等関係者が現地にて打合せをおこない,発掘終了が12日 であるから,

これ以上手を拡げず,B,D地 区に重点をおき発掘を急ぐこととした。連日の猛暑で作業員も

疲労甚だしく能率は低下し,昼休みも 1時間を 1時間30分に延ばす。飲料水はは 1日 1石近 く

を消費し,水の運搬に汗だくであった。
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発掘調査日誌

8月 8日 (火 )は

'i
C地区は 7号跡の清掃に移る。

D地区西側の盛上をブル ドーザーにて移動する。住居跡埋積土の発掘と一輪車での土運搬。

池上文化財審議委員の視察があった。

8月 9日 (水)晴

B地区に巾約 lm,間隔 3mの トレンチを5本設定,掘立遺構 3,住居跡 3を発見。

C地区は各住居跡の清掃,実測,写真撮影をおこなう。

D地区掘立遺構の清掃,ヤ グラよりの写真撮影をおこなう。

林毎日支局長,根津産経支局長,田中南日支局長,大谷中日記者,春 日伊那毎記者の取材が

あった。なお,青木伊那教育・li務所長,武井主事,伊藤伊那市収入役の視察があった。

8月 10日 (本 )「青

B地区16号跡では掘立遺構が重なっていたυ床面よリピンセット状鉄製品の出上があった。

C地区 8号跡の壁を出し,床面をもとめる。敷物としてつかったものか不明であるが炭化し

た藁が発見された,灰釉片,鉄滓などが出上した。10号跡柱穴に焼材 (柱)の一部遺存してい

Fig.3 伊那市長等の見学 (C9号跡にて)



発掘調査日誌

るものがあった。

D地区南西の重複住居跡 (14,15)の埋積上の発掘をおこなう.小型鉄斧などの出上があっ

た。

文化財保護委 it会亀リト調査官,上智大学八幡一郎教授,県 ケ五1高校樋ロケ|一教諭,岡谷市社

教課長,同社教係長等の視察があったっ

8月 1111(金 )‖占

B地区各住居跡,Illl立遺構の清掃作業をおこなう.

C地区各住居跡は突洪1写真撮影。

D地区は14,15号 の床出し作業,掘立遺構の整理をおこなう。

亀井調査官が昨日に引続き来場,市長も来場され,大川団長外関係者と保存について打合せ

をおこなう。大規模な遺跡であるため是非市として土地を買収して,保存してほしいとの要請

が亀井調査官,大川団長,県林主事等より強く出された。市長も考慮を約す、′

日標の10日 をすぎたが作業員の不足に加え,暑さのため思ったより仕 liがおくれ,米完の部

分があるので13日 まで続行することに決めた。

長野県考古学会の河西清光,桐原健,官坂光昭,武藤雄六,中村竜雄氏等の視察があった。

8月 12日 (土)‖ |:

B地 |え住居跡並びに掘立遺構の清掃。

C地 |だは 8, 9,10号 の実測。

D地区は11,14,15号の床面整理と各掘立遺構の実測。

6

Fig.4 活躍する伊那市役所のブルドーザー



発掘調査日誌

地元福島区内に大川団長の現場説明を有線放送で予報したところ,午後 1時 10分から2時ま

で,暑 さの中を42名が来聴した。

明日から盆に入るため地元の作業員は本日限りとなった。

白鳥副議長,井上総務副委員長の視察があった。

8月 13日 (日 )曇のち雨

待ちわびていた待望の雨がきた。これ以上雨がないと散水して写真撮影をしなければならな

いと思っていたので,慈雨といった感じだ。しかしもう少し早く一雨くると良かったのだが。

今日から盆のため地元作業員はみえないので,大学生と市の職員だけとなった。

B地区,C地区とも雨間をみて実測を実施,D地区は清掃をおこなった。

8月 14日 (月 )曇のち雨

朝 7時 30分頃までひどい雨だった。 9時頃雨も小降りになったので現場へゆく。

B地区16,17号 は実測,C地区 8, 9,10号 は実測,D地区は各号跡の実測。

予定日をすぎても間に合わないので学生は暗くなるまで作業し,宿舎の公民館に帰ってくる

と7時40分頃,風呂に入って夕食は 8時すぎ,それから図画, 日誌等の整理をすれば10時すぎ

である。

8月 15日 (火)曇

A,B,C,D各 地区の写真撮影。

B地区16,17号 跡は実測。 C地区 8, 9,10号跡は実測。D地区11号 ,14,15号 は実測。

8月 16日 (水)晴

B地区清掃の後写真撮影。

写真撮影用のヤグラの取 りこわし,その他諸材料を トラックにて搬出,それぞれ返済する。

8月 17日 (木)晴

早朝より遺物の梱包をおこなう。 リンゴ箱 9, ダンボール箱 3,計12梱包。    ~

午後 2時30分団長以下学生帰京。



発 掘 調 査

発 掘 調 査

伊那谷には先土器時代から人類の生活が活澱に営まれ,き わめて多数の遺跡が知られている。

ことに歴史時代になってからは土師器と須恵器に加えて灰釉陶器の併用がこの地方の特色の一

つとなっている。 上伊那誌 (昭和40年刊)に よれば, 上伊那郡内 (市部を含む)の灰釉陶器を出

土する地点が80カ所を数えられるとしてぃる。このような灰釉陶器を併用した時期の住居跡は

すでに伊那市周辺においては駒ケ根市東伊那の天竜川に臨む段丘上にある殿村地籍より堅穴式

住居跡が発掘調査されている
,ま
た,官田村北割広垣外の岡部地籍から堅穴式住居跡が発掘調

査された。さらに,伊那市山寺区鳥居原2997番地の畑lか ら堅穴式住居跡が発掘調査された。こ
唸)                                   (鋤

れらはいずれも集落としての複数住居跡の調査でなく単独の住居跡であった。これらの住居跡

は天竜川の段丘突端や洪積台地の沼沢地に臨む台地上に位置している。

ここに報告する福島遺跡も天竜川東岸の段丘端にあり,土師器,須恵器,灰釉陶器の併用さ

れた時期の堅穴住居跡とその後の時期に属すると考えられる掘立柱の建物遺構の構落遺跡であ

る。

発掘地点は 3カ所を当初予定していたが,第 1地点のみで調査を打ち切らざるをえなかった。

第 1地点は福島段丘の南西端に近い一角とし,続いて第 2地点はそれよりも北東300m附近 ,

さらに北東200m附近を第 3地点とした。各予定地点は何れも天竜川に臨む段丘端 に比較的近

く,段丘中央部からさらに奥まった手良部落地区については候補地から除外した。

第 1地点については農作物の関係から体閑地または植付前,収穫後の農地を主体に発掘した

もので互いに隣接する 4地区に分けた。すなわち,A・ BoC・ D地区とした。この 4地区に

おいてはそれぞれ,堅穴式住居跡を発掘,こ とにB地区とD地区では掘立柱の建物遺構数棟分

を発掘した。

福島区「 しも」部落から段丘上へ通ずる農道は段丘上に登 りつめると,段丘端に沿ってある

カラマツ林と畑との境附近を手良部落方面に通ずる。この農道が分岐して 2本あり,北側の道

をA路,南寄 りの道をB路 と仮称する。 B路の南側をA地区,B路の北側でA路の南側,つ ま

りA・ B路にはさまれたA地区の北側をC地区。A・ B路の分岐点よりA路の北側をB地区。

C地区の東側に隣接したA路 とB路にはさまれた地域がD地区である。 C地区とD地区の中間

には発掘土を積み上げたため,その地域の状態は不明であった。

註 1 大場磐雄,上川名昭「殿村地区第 1号住居址について」信濃 4巻 11号

註 2 太田保「宮田村岡部上師住居址の調査概報」伊那路 3巻12号

註 3 林茂樹,堀口貞幸「伊那市鳥居原遺跡の発掘調査」信濃17巻 1号



区A

区地A

A地区は40× 20mの範囲を発掘し,重複住居を含めて6軒の堅穴式住居跡を確認した。本地

区はB路より南西方へ逐次ゆるい勾配でさがり,やがて段丘崖へ達する。したがって, この地

区の黒色腐蝕土は南西方への流れがあってBoCoD地 区にくらべて薄く, 平均して30Cm程

度の堆積であったから,発掘はきわめて楽であった。

つぎに各住居跡について調査の概要を図示して表記し,出土遺物についても図示して概要を

表記する。

＼ヽ

3弟 2兄』
|夕んざ
◇鶉Ч

7''ウタヶさ
の話0

Fig。 5 発掘調査全域図 1/1200



発 掘 調 査

Al号 住居跡  (Fig 6・ 7,第 1～ 3図版)

平 面 形
1側

壁 柱   穴
|カ
マ  ド
1備
考

下辺 3。 7

の方 形 平

で,カ マ ド

南東壁の中

式住居跡であ

る。

側壁上部はロー

ム面まで除土した

ため,壁の立ちあ

床はローム 周溝はあま

り明瞭ではなのもので,,

状態は良好, いが,北東並

ミリはきわめて ぼ平 らで びにJヒ西倶1壁

に設ける竪穴い, ことに南西方|る。 に巾約 5～

まローム層上面が南に傾斜してい 10Cm,深 さ

5～10Cmるため,わずかな立ちあがりであ

った。四囲の壁は南東 (カ マドあ のものを

り)約22Cm,北西約20Cm,南 西 ることが

18Cm, Jヒ 東約21Cmで直立せ

外傾している。

きた。

り良く焼けていないが,わずか

赤色を呈していた。煙道は認

られない。

東
　
に
　
に
　
り
　
と

床

　

ま

南

央

外

掘

芯

構

火

あ

は

中

の

に

を

で

。

，

マド
は
肥
隊

，石
糧
』
輝

力

の

り

円

み

，

て

方

壁

あ

半

こ

し

し

は

pl)

1ヽ4ノ |

ド実測図

Iθ

Al号跡実測図 1/80 Fig。 7 Al号 跡カマ



A地区 (Al号住居跡)

10CM

Fig。 8 Al号跡土器実測図 1/3

II



発 掘 調 査

Al号跡土器一覧表 (Fig 8.第 20図版)

鉄製品 (Fig 9)

1ロ

0     2Cm

D

2

器

　

形

種
　
別

番

号

版
　
号

図

番

出土

瞳置

色 調
ム
ロ 土

焼

　

成

手 法

備 考
内面 外面 体部 底部 口辺

不

外

杯
　
外

外

外

一亜

外

Ｓ

　

Ｈ

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

　

Ｓ

H

H

1

2

5

6

20--1

20--2

床
　
床

埋
　
床

床
　
埋

床

床

淡黄

淡褐

黒

黒

黒

灰褐

褐

黒

淡黄

淡褐

黒

福

黄褐

灰褐

黒褐

赤褐

粗砂粒若干含有

雲母,粗砂粒若

刊・含有

粗砂粒含有:

雲母,粗砂粒若

干含有。

粗砂粒含有

雲母,粗砂粒含

有

良質

Ｃ

　

Ａ

Ｃ

　

Ａ

Ａ

　

Ａ

A

A

ロク ロ

ロク ロ

ロクロ

ロク ロ

ロク ロ

ロク ロ

ロク ロ

ロク ロ

切
　
切

糸
　
糸

切
　
切

糸
　
糸

切
　
切

　

　

切

　

　

切

糸
　
糸

　

　

糸

　

　

糸

欠

粗製。

日辺一部欠損,底

部煤附着。

粗製。

暗文。

外面一部に煤附着

内外面共に焼成時
の煤附着, 日辺欠
損。

外面に櫛目状痕。

両端欠失。

先端欠失,床面直上出土

ヱ2

Fig。 9 Al号跡鉄製品実測図 2/3



A2号 住居跡 (F増lo,第 2・ 3図版)

平 面 形 側

く認めることが 土で構築して

できなかった。 たヽ。火床は方

であまりよく焼けていないが

わずかに赤色を呈していた。煙

は認められなかった。

A地区 (A2号住居跡)

Jヒ西側壁中央

より約 lm西に

よった所に構築

されている。又

カマドは石を芯

とし,その上を

壁

柱穴らしきフ

ま,南西隅より

lmの所に 2

あった。その

他の柱穴らしき

ものは,ま った

Fig。 lo A2号跡実測図 1/80

Iθ



A2号カマド実測図Fig。 1l A2号 カマド実測図 1/40

A2号跡土器一覧表 (F増 12・ 第16・ 20・ 23図版)

欠

欠
　
　
欠
　
　
　
　
　
欠

‐

木

明

　

積

　

　

明
　
積

　

積
　
ロ
　

ロ
　

ロ

ク

　

ク

　

ク

輪
　
　
輪
　
輪
　
　
不
　
　
輸
　
　
　
不
　
輪
　
　
輪
　
ロ
　

ロ
　
ロ

含

含

郵
　
舗
舗
舗

舗
　
舗
　
　
有

割
舗

舗

舗
舗
舗

躙
　
興
　
　
翡
粗砂粒，Ｍ
鄭
割
割
割
晒
躙
興
幽

不

杯

甕

壷

甕

甕

甕

利

棚

鉢

甕

外

外

壷

K

H

H

H

H

H

H

H

H

H

S

S

K

1

2

3

4

5

8

9

10

11

12

13

14

15

16

A

A

A

A

A

B

A

A

A

B

A

B

A

A

A

欠

欠

欠

欠

ナデ

ナデ

ナデ

20--3

23--1

23--2

23--9

23--3

16--6

23--4

23--5

23--6

23--7

床

床

床

埋

埋

llll

埋

床

埋

床

埋

埋

床

埋

黒

黒

灰

茶褐

褐

暗褐

赤褐

福

褐

赤褐

黒

茶褐

灰褐

灰褐

灰

褐

褐

灰

茶褐

褐

暗褐

赤褐

褐

褐

福

褐

褐

褐

灰褐

灰

ロク ロ

ロク ロ

ロク ロ

火禅あり, 日辺の
一部が黒色。

外面底部煤附着 ,

底部に「卍」の墨書

外面に若干釉薬が
附着。

外面は櫛目状痕で
整形。

外面細櫛目状痕。

内外面共に,横ナ
デ,縦ナデ有。

外面細櫛目状痕 ,

煤附着。

外面櫛目状痕,煤
附着。

鉢型片口,底部欠
損,外面は縦ナデ,

外面櫛目状痕。

火禅あり

内面火禅あり。

成
1体部 1底部 |口 辺

14

内外面に釉薬附着



t

9

A2号跡土器実測図 1/3

ヱ5



発 掘 調 査

A3号 住居跡 (Fig13・ 14,第 2・ 3図版)
Fig。 13 A3・ 4号跡実測図 1/80

1周 溝 1柱 穴 |カ マ
´

ド 1備 考

本跡は 4号

と重複して

いる。一辺が

.8× 3.5mの

方形平面で

壁中央に

カマドを設け

た竪穴式住居

である。

4号との重複 カマ ドの右 周溝は認

分である北策部は|(4号跡)側ヤま|ら れなかっ

貼床状に施設した隕占床で,他は口|た。
たら, 4号の当初|―ム層そのもの その上を粘上で構築していた。

の床を若干掘 りく|であった。 床は方形で,あ まりよく焼け

ぼめたため,わずかに側壁の痕跡を語る掘りこ ていないが,わずかに赤色を呈

:il11循
↑
1箸i[I::|ま

bl

③
一け

■
Ｑ

稔 p
・Ｓ５
　

地
　
　
θ

ヽ

Iδ

Fig。 14 A3号跡カマド実測図 1/40 Fig。 15 A4号跡カマド実測図 1/40



Fig。 16 A3号跡土器実測図 1/3

Fig。 17 A3号跡鉄製品実測図 2/3
製品鉄 (Fig17)

尊1馨 辱1出叢馨彗
両端欠失, カマ ド附近出土。

茎部欠失。

中央部に木質銹着,床面直上出土

17



カ マ ド 備  考溝
1柱

発 1屈 調 査

A3号跡土器一覧表 (F遺16,第 20。 23図版)

A4・号住居跡 (Fig13)

平 面 形 個l 壁
|

北

，

れ

床

り

な

に

い

り

さ

火

ま

い

か

て

穴

に

個

も

，

し

え

き

上

１

き

が

ら

し

し

床

に

し

た

れ

見

ｏ

ら

存

隅

ら

め

そ

発

た

穴

現

西

穴

認

は

を

つ

柱

，

北

柱

を

に

穴

か

は

は

の

の

他

き

な

つ
　
れ

ま
　
ら

　

。

は
　
・め
　
た

溝
　
コ
い
　

つ

周
　
く
　
か

た

＞え
　
住い軸

を
　
れ

と

　

ら

ン」

け

る
　
設

あ
　
に

で
　
央

形
　
中

方
　
壁

長
　
西

の
　
北

半

の

て

た

の

し

，

形

ｍ

は

ｏ

中̈
築にょっい
，３号跡一
¨̈
４．５×２。９
。カマド』

器

　

形

種
　
別

番

　
号

版
　
号

図

番

出土

位置

調色
土

焼

　

成

法手
考備

内面 外面 体部 底部 口辺

外

外

杯

外

甕

甕

H

S

H

S

Ｈ

　

Ｈ

3

4

5

6

床

床

埋

埋

埋
　
床

里
〔
　

里
〔　
　
　
　
里
小

灰
　
茶
　
　
灰

褐

褐

灰 褐

茶 褐

青 灰

茶 褐

料t砂粒若干含有

雲|]含有

雲母,粗砂粒含有

雲母,粗砂粒含有

良質

Ａ
　
Ａ
　
　
　
Ａ
　
　
Ａ
　
Ａ
　
．　
Ａ

ロ
　

ロ
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
積

　

明

ク
　
ク
　
　
　
　
ク
　
　
　
ク

ロ
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
輪
　
　
不

糸 切

糸 切

糸 切

糸 切

木 葉

欠

欠

横ナデ

底而一部欠損。

外面一部煤附着 ,

内面i箆整形, 日辺
欠損。

暗文,外面一部灰
褐色。

日辺欠損

外面櫛 目状痕,小
片で器形不明。

堅質, 日辺は外反
している。

カマ ドに向っ

て左側の 3号

によって切ら

た部分以外はロ

―ム層そのも

で遺存状態は良

, クま′ゴ]′ら

3号跡によって

された部分は

として,壁の

あがりは,Jヒ東

15Cm,南東約

m,Jヒ西約20C

であった。

18



Fig。 18 A4号跡土器実測図 1/3

A4号 跡土器一覧表 (Fig18,第20・ 24図版)

0     2Cm

Fig。 19 A4号跡鉄製品 2/3

1C=r

Fig.zo

A地区 (A4号僣1居跡)

器
　
形

種
　
別

番
　
目亨

図 版

番 号

出土

位置

色   調
胎   土

焼
　
成

手 法

備 考
内面 外面 体部 底部 口辺

不

　

不

Ｈ

　

　

Ｈ

20--7
24--1

20--8
24--2

床

　

床

黒
　
　
黒

褐

茶 褐

雲母,粗砂粒含有

粗砂粒含有

Ａ

　

　

Ａ

ロクロ

ロクロ

糸 切

糸 規

外面焼成時の煤附着

暗文,底面に「十字_
の箆書き。

青銅,鉄製品 (Fig19)

Ｍ

‐

A5号跡カマ ド実測図 1/40

19



発 掘 調 査

A5号住居跡 (Fig20。 21,第 3図版)

平 面 形 側

1辺4.4× 側壁_L部はロー

壁 穴
|カ
マ ド 備考

mの台形平而

で,カ マ ドを

ム層 Ĺ而まで除

したため,壁の

北東側壁ほぼ

央にある。粘

土製のカマ ドで

る。火床はほ

長方形で,あ

まりよく焼けて

いないが,わ

にヽ赤色を呈し

ていた。煙道は

められなかっ

北東壁ほぼ

央に設けた

穴式住居跡

あがりはきわめ

て低い。ことに

は, ローム層

る。 面が傾斜してい

るためわずかな立ちあがりであ

った。四囲の壁は北西約30Cm,

モ約34Cm,南東約39Cm,南

約40Cmであり, いずれの倶1

も直立せず外傾している。

周満らしき1柱穴らしきものは

ものを認める111個認めえたが,Pl

ことができな|～P4を主柱とし,P

っヽた。ただ|を補助の柱穴とする

カマドに接しにとができるであろ

こ左側の壁下には柱穴と不整 |う 。尚P8P9は ,P3に

なくぼみが細長 く連 らな1対する補助用であっ

り,周満とは別種のものであ|たかどうか明瞭でヤ

うし,さ らに所謂貯蔵用刻ないが,その位置カ

くとも考えられないが,~こ の|ら してきわめて

分のみに遺存するものであ1的な柱穴 を思 わせ

った。         |る 。

床はローム層

そのもので,遺

存状態は良好 ,

ぼ平らであっ

h81920 p5

7pズ¬人___ャ¬ユ

Fig。21 A5号跡実測図 1/80

2θ



紐

不

Fig。22 A5号跡土器実測図1/3



発 掘 調 査

外 IH 1

2

3

4

5

6

7

8

9

外 IS

外 IH

外 IH

A5号跡土器実測図 1/3

床

床

床

埋

床

床

埋

里
（

際

黒

里
〔

灰

里
′ヽ、、

福

褐

勁黒

雲母若千含有

砂粒多含有

粗砂粒含有

粗砂粒,雲母有

雲母含有

粗砂粒,雲母有

雲母含有

雲母含有

雲母含有

雲母含有

良質

粗砂粒,雲母含

欠
　
欠

欠
　
欠

欠

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

欠

ロクロ

欠

ロクロ

外面煤附着。

底外面に墨書。

墨書。

暗文。

内外面煤附着。

鍔付長甕

外面煤附着,外
櫛目状痕

外面箆,櫛 目状具
よる整形

外面櫛日状痕

外面煤附着,内外面
細櫛目状痕

外面煤附着,内外
糸Ш櫛目状痕

高台付

杯 IS

外 IH

甕 IH

甕 IH

甕 IH

甕 IH

甕 IH

甕 IH

甕 IH

不明IS

不明IK

不明IK

甕 IH

24--4

24--5

灰

灰

赤

福

褐 1福

茶10

11

12

13

14

15

16

17

茶

　

灰

黄

茶

褐

褐

褐

灰

福

欠

欠

欠

欠灰

　

福

二本の沈線が体部に
入 る

A5号跡土器一覧表 (Fig22・ 23,第 20・ 24図版)

目 輌 1頒 成
1体部 1底部 1口辺

22

ナデ1内外面櫛目状痕 ,



A地区 (A5号住居跡)

鉄製品 (Fig 25)

0

2

5Cm
01     21Crrl

-Fig。24 A5号跡土錘実測図 2/3

出土状,

紡錘車

刀 子

鍬 先

tl 1 18-6

Fig。25 A5号鉄製品
23



平 面 形
1側

穴
1カ
マ ド
1備

発 掘 調 査

A6号住居跡 (Fig26・ 27,第 3図版)

1周

一辺が 3. 本跡の南壁部 | 床 は ロ ー ム

そのもので,

北,東 ,

×3mの 作により削平さ T?crlr 得るに足る穴はる。わずかに供1

ていて壁の立

がりは皆無で

は良好 , 5～ 10Cnl, められなかっ1壁外 に折|り こ

ぼ5Fら であっさ,約 5～ 1 しが,北壁外に|み,石を芯とし

ドを設けてし

る。

ったが,平面プラた。西壁中央 の周満 2ケ所計 3個の|て ,その上に粘

ンを認めることが 焼土の遺存が めえた。 がヽ認められた1土をかぶせて構

きた。 あった。 ま肖15平 している。火床は方形で,あ

ため確認しえなかった。ただ

し東壁カマドの南側には不整

まりよく焼けていないがわずか

くぼみが南隅に連らなっ

赤色を呈していた。煙道は認

られなかった。

ていた。

p6

床壁

柱穴と認定し 東壁中央にあ
|

面で,東

中央にカマ

卜
の

ｐ７

∝
ａ
一

Fig。 27 A6号跡カマド実測図 1/40ka

◎
ly2

a

、`P3o

24

Fig。26 A6号跡実測図 1/80

a′



器

　
形

種
　

別

番
　
号

版
　
号

図
　
番

出土

位置

色  調
胎   土

焼

　
成

手    法
備,  考

内面 外面 体部 底部 口辺

杯

　

外

Ｋ

　

　

Ｋ

1

2

一　

　

一

埋
　
　
埋

茶 褐

灰 褐[[
|

粗砂粒含有

砂粒含有

Ｂ

　

　

Ａ

ロクロ

ロクロ

ヘラ起

ヘラ起

欠
　
　
欠

高台付,高台付外内
面釉薬附着。

高台付,内面釉薬附
着。

A6号跡土器一覧表 (第25図版)

○匡璽正二E:F02

9 1 aCm
Fig。28 A6号跡土錘実測図 2/3

A地区 (A6号住居跡)

Fig。29 A6号跡 TOilet stone実測図 1/3

0        5CM
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発 掘 調 査

B地区は20× 30mの範囲を発掘し,竪穴式住居跡 2軒と掘立柱の建物遺構 9棟分 を確認 し
た。本地区から西側へはだんだんゆるい傾斜で降り台端に達するためか,黒色上の堆積はA地
区よりも若干厚く,平均して約60～ 70Cmであった。以下,各住居跡並びに掘立遺構 について

その概要を図示,表記する。
本地区は後述のごとく掘立遺構が多数遺存し,建造物としてまとまるものについて区1示 した。

これらの柱穴のうちには,土師,須恵,灰釉陶器片 (Fig30),石片などを柱の根固めとして用
いたものもあった。また, B16号跡南西方よリロームに近く,輔口片が出土した。

B地区 10203号 (Fig30,第 16。 17・ 26図版)

＼   -9

区地B

壼
外
外
外
壷
利
杯

欠
　
欠
欠
　
　
欠
木
糸
　
木
　
　
欠

―
―
―
―
―
―
ロー
ー
ー
‐
‐
‐
‐
利
―
―
樹
―

欠
　
欠
ク
欠
欠
欠
欠
欠

.OCm,短径1.6Cmの

緑
灰
灰
麒
灰
翻
紹
　
翻
　
訳
褐
灰

灰
灰
灰
初
灰
認
黒
　
福
　
翻
褐

母,粗砂粒含

Ａ
Ａ
Ｂ

Ａ
　
Ａ

　
Ａ
Ａ

中央に有し,全体に溶解した鉄
滓が附着している。
頸部残存,灰を若干被っている
ロクロ条痕
頸部残存, ロクロ条痕
焼成堅緻

喜宮鮮
,内面少 釉々薬残存

頸部残存

墨書

底面は木葉の上を箆で整形
黒褐色
内外共に施釉,
櫛目状痕

Ｋ
Ｋ
Ｓ
Ｈ
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｋ
Ｈ
Ｋ
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Fig30 B地 区遺物実測図 1/3



平 面 形 1側   壁

柱穴らしき穴I Jヒ西側壁中央

ま5個認められ|あ り,石を芯とし

たが Pl～ P4ま |て粘上で構築し

でを主柱とし,|いた。カマドの

P5 は補助柱の|にはカメ型

穴であろう。 1数個がこあれて遺

っていた。火床は方形で非常によ

く焼け,赤色を呈していた。煙道

は認められない。

B16号住居跡 (F増 31・ 32,第 5図版)

本跡床上に1 側壁上部はロー1 貝占床ではぼ平1 周溝は四

ま堀立遺構 11ム 層上面まで除土|であるが,

跡と2号明 したため壁の立ち1遺構の柱穴が多|られ巾10～

ミ構築されて|あがりはきわめて1数遺存 してヽ 深 さ

いる。7× 6.刻低い。四囲の壁は|た。 10-20Crn

mの長方形平‖ヒ西(カ マドあり ものである。

面で,カ マ ド Cm,Jヒ東約24Cm,南東約25Cm,南西約28

を北西側壁中にmでぃずれの供1壁も直立せず外傾している。

に設ける竪穴式住居跡である。

B地区 (B16号住居跡)

Fig。 31 B16号跡実測図 1/80
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発 掘 調 査

Fig。 32 B16号跡カマド実測図 1/40

i

0     2Cm

Fig。 33 B16号跡鉄製:里,実測図 2/3

鉄製品 (Fig33)

ｍ
園
同
目
∪
　
　
　
∩＝
〕
２

0      ∝M

Fig。34 B16号跡 TOilet stone実測図 1/3
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刃部先端欠失,木質銹着



器

　

形

外 |
|
外 |

外
‐

甕
|

甕

甕

甕

甕 |

甕

甑

H

H

H

H

H

H

H

K

K

H

H

S

H

H

H

H

H

Ｓ
　
Ｓ
　
Ｈ
　
　
Ｈ
　
Ｈ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

21--4

21--2
25--3

21--1

25--11

20--1

25--5

25--4

25--7

25--8

17-―

17-―

25--9

25--1

18--1

~29

B16号跡土器一覧表 (Fig35。 36,第 17・ 18・ 20。 21・ 25図版)

発 掘 調 査

暗文

高台付,底外面墨書

底面に燻れ跡

暗文

外面墨書

考備

里
（　
褐
　
黒

を多含有

母含有

良質

砂粒,雲母含

砂粒含有

母若千含有

砂粒,雲

砂粒多含有

砂粒,雲母含

砂粒,雲母含

砂粒,雲母含

砂粒,雲母含

母含有,

母,砂粒含有 ,

母,砂粒含有,

A

B

C

B

A

A

B

A

A

B

B

A

B

B

B

A

B

A

A

B

ロクロ

欠

ロクロ

ヽ ケ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ハ  ケ

欠

ロクロ

ハ  ケ

欠

欠

欠

欠

ロクロ

欠

ヘ  フ

糸

ヘ フ

糸

ヘ フ

糸

糸

ヘ フ

欠

欠

欠

欠

ヘフ

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

カマ

ド

カマ

ド

な
　
欠黒

　
黒

欠灰灰

カマ

ド

カマ

ド

カマ

ド

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

箆整形痕

粗製

外面研磨,堅緻

内面口辺に櫛条痕体
面に細櫛目状痕

口辺内外面櫛目状痕

内面に有機質の煤状
のもの附着

口辺内外面に櫛目状
痕

底内面は灰を被る

外面細櫛目状痕,煤
附着

外面細櫛日状痕

内面細If4目状痕,一
部箆状痕

全体煤附着,器形は
甕形土器と思われる

煤附着,外面研磨,
堅緻

底面十字箆書き,外
面櫛目状痕

煤附着,外内面櫛目
状痕 ,

欠

褐褐

灰灰
　
灰

ロクロ

欠

なカ マ
ド

　

床 Ｂ

　

Ａ

な

　

欠単

木

褐褐

ラ

」ワ
　
　
ラ

欠

欠

．



Fig。 35 B16号跡土器実測図 1/3



Fig。 36 B16号跡土器実測図 1/3



発 掘 調 査

B17号住居跡 (Fig37・ 38,第 5図版)

一辺 3.7m

の方形 平 面

で, カマ ドは

東壁の北隅に

近く設けられ

た竪穴式住居

である。

側壁上部はロー

ム層上面まで除土

したため,壁の立

ちあがりはきわめ

て低い。四囲の壁

床はローム層

そのもので,遺

存状態は良好 ,

ほぼ平 らで あ

る。

ら̈れ，石を̈
』̈
¨

周

壁

”

約

も

れ

側

５

さ

の

らは東(カ マドあり)約30Cm, 西約

10Cm,南約26Cm,1ヒ約30cmでい

ずれの側壁も直立せず外傾してい

る。

平 面 形
1側

壁
1床 1周

溝
1柱

穴
|カ
マ ド

32

Fig。37 B17号跡実測図 1/80 Fig。 38 B17号跡カマド実測図 1/40



Fig。 39 B17号跡土器実測図 1/3

B地区 (B17号住居跡)
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焼

成

番

号

器

　

形

Ａ

　
Ａ
　
Ａ

発 掘 調 査

B17号跡上器一覧表 (F遺39,第 20・ 21・ 26図版)

種

月J

1

2

3

21--3

26--1

砂粒,雲母含有

母含有

砂粒,雲母含有

砂粒含有

良質

外
　
外
　
外

体部

ロクロ

l・ クロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

輪 積

外

不

外

不

　

不

外

壷

Ｈ
　
Ｈ
　
Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ
　
Ｓ
　
Ｈ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

状
番
土
版
出
図
版
号

図
番

Ｉ

ｃｍ

憫

脱

僻

鴨

ヅ

蜃
鉤

淡
　
灰
　
灰

里
ヽ
　

里
朴
　

里
小

赤

赤

黒

黒

黒

黒

　

黒

糸

糸

糸

糸

暗文

外面一部煤附着,高
台付

底面一部煤附着

暗文 (横なで)

底面窯燻れ跡

外面に「直」墨書,

暗文

外面墨書

高台付

8

9

10

20--1

20--11

26--2

Ａ
　
Ａ
　
Ｂ

-  1

Fig.40 B17号跡鉄製品実測図 2/3

母,粗砂粒含有

鉄製品 (Fig40)

滉
口万

鉄鏃

釘

19--6tl

t2

1枷
胤

臓蜘

34



B地区 (掘立柱建物遺構)

B地区掘立柱建物遺構 (ng41～4%第 4図版)

本地区には,掘立の柱穴が多数認められ,それらのうちで建物遺構と認定し得るものについ

ては以下に図示したが,その他のものでも,発掘地域をさらに拡張すれば,明瞭にし得るもの

もあった。これらの掘立遺構に伴う遺物はきわめて少なく,B16号跡北側のB2,B6の 柱穴
の根固めに土器片 (Fig30)や石片を築き込んだものがあった。

これらの遺構はB16号住居跡の床面をこわして柱穴が遺存していたことなどから,その堅穴

住居廃屋後に構築されたものであることがわかる。掘立遺構の大きさについては以下計測値を

表示する。

3           轟月

3           FRl

2           FHl

2           FH5

2間 以 上

2 間 以 上

2間 以 上

2 間 以 上

2間 以 上

約  21 尺

約  25 尺

約  25 尺

約  11 尺

1間 約 8尺

1間 約 7尺

1間 約 5。 5尺

1間 約 7尺

2 間 1 約 14 尺

2 間 1約 15尺

1 f6 | fli T.s R

1 間 1約 9.0尺

2間 1約 14尺

2 間 1約 14尺

2間 1約 15尺

2 間 1 約 14 ノく

1間 1約 9。 2尺
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◎

魏
Ｑ

∩
Ｖ

⑮

ら

ｏ

0

③
　
　
　
◎
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。

◎

　

＾
げ

◎

　

　

◎
　
◎

６３

　

　

　

．

鰊 鈴Ъ

5rn

0
Fig。41 B地区掘立遺構配置図1/180
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Fig。42 Bl号掘立遺構実測図 1/80

B地区 (Bl号掘立遺構)

Ｓ
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６
‐ｏ
　

Ｏ
ツ

（［〕】）８　．

０１
／

Ｓヽ

＼
＼

Ｑ
６

（

５
４
・
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⑨
３

Ｑ
∠

禽
卜

上

拶
詢

鶉

藝

翻

ポ

鰊

翻

難
翻
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◎
６

ヽ

＼

ヽ

＼

＼

＼

⑤
３

③
２

郵

X⑭

◎
９

◇

８

◎
劉

Fig。43 B2号掘立遺構実測図 1/80
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B地区 (B3・ B4号掘立遺構)

縫
す
‐
ガ
．

趾

翻

瓢

舅

襦

◎
6

0
5

140′
旦Mェ

閻
Fig.45 B4号 掘立遺構実測図 1/80

卜
さ
6

掴

Ｌ
　
ｘ・

】

＼
＼

民ヽ
卜ｑ
　
膵
２

マ

Fig.44 B3号 掘立遺構実測図 1/80
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Fig。46 B5号掘立遺構実測図 1/80
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C地区 (C7号住居跡 )

ヽ1 
3`M

xp心
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３
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′Ｘ．

6州罐

甲
ご

州
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゛

＼

＼

×

X圏
、13

X

Fig。49 B9号掘立遺構実測図 1/80

C地区は,16× 25mの範囲を発掘し, 4軒の住居跡を確認した。 8, 9,10号跡の重複住居

跡で10号は火災に遭ったものである。本地区はA地区に北接し,黒色土の流出は比較的少く,

その堆積は80～ 100Cmでぁった。

C7号住居跡 (Fig50,第 8図版)

方形平

マドは

ぼ中央

られた

式住居

区地C

Fig。48 B7号掘立遺構実測図 1/80

平 面 丹 側  壁 床 周  溝 柱  穴 |力
与 ド

1備

7× 7.4mの

方形平面でカ

マドは西壁ほ

'F中央に設け

られた,竪穴
武住居跡であ

る。

側壁上部はロー

ム層上面まで除土

したため,壁の立
ちあがりはきわめ

て低い。四囲の壁

は西(カ マ ドあり)

約30CIll,東約21Cm,

南約32Cm,北約22
3mであり外傾 して

いる。

床は全面的に

貼床が10～ 20Cm

の厚さに認めら

れ,その遺存状
態は良好であり
1/■ぼ平 らで あ

る。

四囲側壁下

に巾 20～ 40

3m,深さ15～

30Cmの ものが

認められた。

ム面まで掘り下げた結果,四

個計 4個の主柱の穴 (Pl～P4

的柱穴と考えられる柱穴 4個

認は認することができた。

)とさえF]野催lii::1,I討|:
4ヱ



発 掘 調 査
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Fig。50 C7号跡実測図 1/80

C7号跡カマド実測図 1/40
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Fig。 52 C7号跡土器実測図 1/3
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C7号跡土器一覧表

1

1--7

28--2

28--3

16--7

16-… 2

6-1

砂粒含有

砂粒多含有

質

粒僅かに

良質で雲母含有

褐色斑附着

砂粒雲母含有

砂粒含有

粗砂粒雲母

質

粒含有

粒含有

砂粒雲母

母含有

砂粒雲

砂粒若干含

質

含有

欠

欠

欠

欠

欠

葉

欠

欠

葉

葉

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠

ク

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

鞭

灰

利

灰

利

褐

福

淵

灰

灰

灰

灰

淵

緑

灰

灰

灰

灰

褐

灰

灰

褐

叙

灰

緑

灰

灰

福

黒

灰

黒

灰

知

褐

黒

黒

灰

灰

灰

灰

灰

灰

剖

灰

灰

灰

灰
一福

灰

灰

褐

灰

灰

灰

黒

白

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

Ｎ
一亜
外

ロクロ

ロクロ

ロクロ

欠

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

欠

欠

ロクロ

欠

欠

欠

ロクロ

ロクロ

欠

「   目

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

糸 切
欠

欠

糸 切

欠

欠

欠

ヘラ起

糸 切

切

切

切

　

切

切

　

切

欠
　
　
　
欠

杯

外

杯

外

不

杯

杯

外

界

不

外

棚

甕

外

利

不

壷

外

外

報

勁

蓋

蓋

利

壷

利

外
面

内
面

1

母,砂粒含

考備

欠

欠

欠

欠

欠

部から体面にかけ煤附着

墨書

台付,底面墨書「西」
墨書

表面に箆状具による整形痕

書,暗文
台付

書

肩部から頸部にかけてロクロ条痕

内外面共に施釉

付
‐

が快けるが平瓶と認定

天丼部上半欠く, ロクロ条痕

,天部部欠く, ロクロ条痕
ロクロ条痕

有紐壺形須恵器

面は櫛目状痕

内面細櫛目状痕

肩部下方に耳を付す「四耳壷」と

面煤附着,内底に灰密着

部

面釉薬附着

台付,暗文あり

欠

欠

欠

欠

欠

欠

欠



Fig.53 C7号 跡土器実測図 1/3
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○         0 1

２

０
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0     2Cm
L  i  l

Fig.55 C7号 跡土錘実測図 2/3

Fig.54 C7号 跡長方扁平石 (砂岩)拓影1/4

4δ

Fig。56 C7号跡 TOilet stone実 測図 1/3



C地区 (C7号住居跡)

口
Ｈ

Ｈ

Ｈ

目

闘
０ ２

一
Cm

図 版
番 号

出土状況
図版番号

斧
　
子
　
具

鉄

刀

餃

鉾

周溝出土

床面直上出土

丸輌,周藩附近出土

/4「つ

Fig。57 C7号跡青銅 。鉄製品実測図 2/3

青銅 。鉄製品 (Fig57)



発 掘 調 査

C地区 8・ 9・ 10号住居跡 (Fig58,第 6～ 8図版)

この三軒の住居跡は,互いに切り合ったものであったが,発掘の結果, 9号は火災に遭い,焼材や焼土

が,散在していたもので,10号がその平面形の部分のみを整地して構築した。したが、って 9号跡と10号跡

平面以外には,火災によって廃屋になったままの状態で,焼材や焼土などが散在していたのである。10号

跡の廃屋後に 8号跡が 9号跡と10号跡の西側の一部を切って構築された。 8号跡にはカマドが遺 存 し,

9,10号跡よりも新しい構築であることは述べるまでもないが, カマド周辺の焼上が,10号跡にも及び,

さらに,中央床上に炭化萱の遺存などから火災に遭ったものとすることができる。

C8号住居跡 (Fig58,第 6・ 8図版)

周 溝
1柱
穴

|

カ  マ
1備
考

本跡は 9, 側壁上部はロー

0号跡の ム層上面ま

の一部を切 りしたため壁の立ち

込んで構築

た5。 5× 5。 7

の長方形平

がりはきわめて

い。四囲の壁は

(カ マドあり)

の竪穴式

である。 約 18Cm,

で直立せず外

している。

平 面 形 1 側  壁

床はローム層1周溝は四

そのものに設け1下床にかなり

られ,遺存状態1明瞭に認めら

ま良好,ほぼ平|れ,巾 15～

らである。カマトm深さ約10

ドの南側からld15Cmでぁる。

号跡にかけて焼上の堆積が

られ,さ らに中央部床上には

炭化した藁が遺存していた。

この藁は住居内での敷物と

て用いられたものであるのカ

明瞭を欠くが,火災に遭った

ものとは考え難い。

柱穴らしき穴

ま8個認めえた

東壁中央より北寄り

に設けられたものであ

ミ,Pl～P4を主 ったが両袖の遺存状

は耕作などによってとして ,P5～

8までを補助の千削平され,基部の遺

存した粘土製のカマド穴とすること

である。火床は長円

平面で,良 く焼けて

。煙道は認められなカ

カマドの周辺には焼土が散在してい

たが,火災によるものでなく, カマド

の崩れたものと解しえられる。
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発 掘 調 査

C9号 住居跡 (Fig58,第 6～ 8図版)

平 面 形
1 
周

なかったことが うかがわれた。床

のもので,ほぼ平 らであった。

壁 カ マ ド

本跡の西一1 債l壁上部はロー 火災による廃1 周溝はまった 本跡は火災

部は 8号跡の|ム 層上面まで除土屋で南東隅の炭|く 認めることが

によって|したため,壁の立化木材のごとき|できなかった。

され,さ |ちあがりはきわめは,放射状に遺存し,種材を思

わせた。その他10号跡の構築部

分以外は炭化材,焼上などが遺

存していて火災ののち整地をし

らに10号跡力Чて低い。遺存する し,P5~Pllま で|で,西壁に構にとにP2の柱

ぼ中央に重1壁の立ちあがりは を補助的柱穴と1築されたもの1穴の中には柱

複構築されロヒ約20Cm,東約35 していいだろう|と考えられる1材の一部が炭

た。さらに本卜m,南約30Cmで直 はローム層そ 1化 して遺っていた。またこ

は火災に遭1立せず,外傾して の柱穴の近くには, トイレ

ットストーンが一塊まりにって柱材や極|いる。

材などが焼け落ちて遺存していた。住居跡は5× 5。 5mの長方形の平面で,北, |な って多数遺存していた。

東には, カマドを認めえず,西壁に設けられていたものであると考えられる竪

穴式住居跡である。

サ
穴らしき穴

| 
ゴヒ,東 ,

:lIFlif]1言[構:勇II幌::L[i

カ マ ド 備 考

C10-号住月肇I亦 (Fig58,第 6～ 8図版)

平 面 形

9号跡上に 側壁の立ちあ力刊 床は火災に

され,さ りは,図によって|っ た 9号住

らにその西 明するごとく,|のそれをそのま

二部は 8号 によってうし|ま つきかため

によって なわれたものと考1床としている。

られていた。

一辺 4.5mの

えられる。もっとも本跡は, 9号

上に構築されたため, ローム

式ヽ住居跡

層を掘りくばめてつくった

と異なり側壁の遺存は他の

竪穴式住居跡と同一視するわけに

は い か な い 。

壁

岬赫盪諦＃＝響蟄叫て，二っの」̈
¨

北
朝
渇
‐０”
部
杖
嗽
聯
よっ
険
なっ
肺

床   1周  溝 1柱   穴

る 。



C8号跡土器実測図 1/3

C地区 (C8号住居跡)
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発 掘 調 査

C8号跡土器一覧表  (F増 59,第 21・ 26・ 27図版)

o      2CIYl

ー

７

‐

鉄 製 品 (F増 60)

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

良質

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

福

褐

灰

灰

黒

黒

黒

黒

嘲

黒

黒

淵

灰

灰

灰

褐

褐

灰

灰

備

―-5

-11
--1

1

1

27--4

-6
--3

―-2

―-8

27--7

1127--1

―-11

17--1

褐 1砂粒多分含有

砂粒,雲母含
母含有

砂粒含有

母含有

母含有

母含有

砂粒,雲母

砂粒,雲母含
砂粒,雲母含
母含有

母含有

含有

含有

粒含有

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

欠

ロクロ

欠

ロクロ

ロクロ

ロクロ

欠

欠

欠

ク シ

欠

ロクロ

暉クロ

ヘ  ラ

ロクロ痕

ロクロ痕

r2ク ロ整形

ロク ロ整形

欠
　
　
　
欠

欠

欠

欠

　

欠

　

欠

　

　

権
で
権
で
欠
権
で

切

切

　

　

切

切

切

　

　

　

削

欠

　

　

　

　

　

欠

ラ

欠

欠

欠

欠

欠

　

欠

欠

糸

糸

　

　

糸

糸

糸

　

　

　

ヘ

珠

'外
面に部分的に黒斑を認める,

底面糸切のあと箆で若干整形

条の細櫛目状具による暗文,高台付

圭

面媒附着

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

面媒附着

面櫛目状具による整形痕

面釉薬附着

附着

器

形

〓
蓋

蓋

蓋

杯

外

杯

杯

杯

不

外

不

不

甕

注目IS

名称
番
号
図版
番号
出土状況
図版番号

備 考

刀子

刀子

tl

t2

8--5 木質銹着,刃部先端欠失

両端欠失
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C地区 (C9号住居跡)
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発 掘 調 査

C9号跡土器一覧表 (F増61,第 21・ 22・ 27・ 28図版)

S11 粒多含有

S12 灰 良質

H13

S14

5

S16

暗文,底面の糸切痕を箆です り消して
いる

台の作りは粗い

附着

内外面灰によるつや有

「四足皿」 ?

台付

欠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欠
　
欠

　

　

欠
　
欠

―
―
刊
∃
「

切
‐

欠‐
引
「
‐
川
川

ラ起‐
‐

欠
　
欠

　

　

　

　

欠
　
欠
　
ラ

糸
　
糸
　
糸

　

　

糸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ク

ク

ク

ク

ク

　

欠

欠

欠

欠

欠

ク

欠

ク

ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

淡
　
灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

緑

灰

灰

灰

灰

緑

灰

３

１

６

」

１１

１１

２

■

2-
7-蓋

蓋

杯

不

杯

杯

杯

甕

砂粒若千含有

母含有

一　

一　

一　

一　

一　

一

S17

H18

K19

K

S

S

S

良質

良質

不

S114

K11

K11

土
目脚1酬ト
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Fig。 62 C9号跡鉄製品実測図 2/3



発 掘 調 査

9 1 1 . 5cM

Fig.63 C9号 跡 TOilet stone実測図 1/3

5δ



:報彎椰 職

Fig.64 C10号跡土器実測図 1/3

C10号跡土器一覧表 (Fig64,第22図版)

C地区 (C10号住居跡)

器
　
形

種

　

別

番

　

号

図版

番号

出

士

瞳

色 調
胎  土

崩

　

成

手  法
考備

内面 クト面 体部 底部 口辺

杯

杯

外

甕

不 明

Ｓ

Ｓ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｋ

1

2

3

4

5

6

22--9

劇

コ

州

埋‐

劇

コ

「

川

‐

灰

青灰

黒

淡黄

赤褐

灰

隆

額
赫
「

粗砂粒含有

粗砂粒含有

粗砂粒含有

粗砂粒若干含有

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

欠

陥 積

ロクロ

糸 切

糸 切

糸 切|

欠
　
欠

面墨書,は りつけ高台,外面煤附

面櫛目状痕

部内外共に黒ずんでいる

面に灰が被った跡が有,底面に十
の箆描痕
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発 掘 調 査

D地区は25× 35mの範囲を発堀し,5軒の住居跡と掘立柱の建物遺構を 6軒分以上確認した。

本地区はC地区同様に,黒色土は80～100Cmの厚い堆積であった。なお,B16,17号跡は竪

穴式住居跡とは考えられず,き わめて浅いくばみという感じの遺構であった。

D ll号住居跡 (Fig65。 66,第 9。 10図版)

一辺 6.1
の方 形 平

穴らしきフ 中央にまロー1 床 は 5～ 1 四囲側壁
‐

巾15～ 30Cm, ま全部で1 り,粘土で構
され,火床の

央より北
で,東壁 さ約15～ たが,中央 りの壁の

区地D

に粘土づくり
のカマ ドを
た竪穴式住
跡である。

ちあがりはきわめ|であった。 Cmの周溝が誘
められ,カ マて低い。四囲の

は北約26Cm,南
36Cm,東約32Cm,
西約22Cmで直立・

4個 (Pl～ P4 面はやや長方形
である。火床は

ドの両側には
及 ん で い な
い 。

の柱穴を主柱と
することができ
る。P5～ P12は補

ろう。

直上黒色土中
より黒色粘板
製の石帯の
(丸輌)が
土した。

非常に良く焼け
て赤色を呈し,

な柱穴で は認めら
なかった。テ:外嶺しだπTる J

Fig。 65 Dll号跡実測図 1/80
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Fig.67 Dll号跡土器実測図 1/3

D地区 (Dll号住居跡)

■|

ヨ

止

9 ,,.,1      10CM

Fig.66 Dll号跡カマド実測区11/40
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D地区 (Dll号住居跡 )

番

　

号

種

　

別

器
　

形

D ll号跡土器一覧表 (Fig67・ 68,第 28・ 29図版)

図版

番号

砂粒含有

母含有

砂粒若干含有

砂粒含有

底部 口辺

灰

褐

利

褐

灰

圏

褐

幽

周

灰

灰

灰

漏

灰

灰

灰

剛
褐

中
褐

鶴

黒

褐

灰

褐

黒

褐

灰

黒

嘲

嘲

灰

灰

灰

叡

灰

灰

灰

灰

即
褐

外

杯

外

外

外

杯

不

壷

壼

杯

壷

壷

蓋

蓋

蓋

蓋

壷

外

外

不

壷

甕

甕

櫂

甕

櫂

甕

甕

甕

甕

壺

壷

壺

甕

壷

壷

利

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1

1

14

1

1

1

1

1

Ａ
　
　
Ａ

Ａ

クロ1糸

クロ1 欠

クロ1糸

クロ1糸

クロ1糸

クロ1糸

ク ロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

クロ

ク ロ

クロ

クロ

クロ

クロ

クロ

ク ロ

ク ロ

ク ロ

墨書二字

書

書,暗文
書

割
`口辺部に施釉附着

書

紐壷形

1 珠

櫛目状痕

面釉薬若千1付着

台付,内面釉薬附着
体釉薬

ヲ杉

口辺細櫛 目状痕

目状痕

口辺細櫛目状痕

内外面共に櫛目痕

目状痕内面有り

高台付,内面釉薬附着
櫛日状痕

28--7

28--4

28--5

1

―-11

母,粗砂粒含

砂粒含有

粗砂粒含有

砂粒含有

母,粗砂粒含
母含有

雲母,粗砂粒含
雲母,粗砂粒含
粗砂粒含有

雲母含有

雲母,粗砂粒含
粗砂粒含有

砂粒含有

砂粒含有

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ヘラリ

ヘ フ

木

6

8

9

外面櫛 目状痕

,粗砂粒 木】
灰 粗砂粒若干含有 ク ロ 内面釉薬附着,煤附着,高台付
質

部内面指,箆痕,外面箆,櫛 目

良質 目状痕

含有 流水文あり

1

1 砂粒含有

δI



発 掘 調 査

―

[―
(1[:::::ξ

∫
) 

・

4

鉄 製 品 (Fig69)

茎部木質誘着,刃部先端欠失

両端欠失,中央部に木質誘着,床面直 Ĺ出土
両端欠失

(丸輛),西壁上端出土

5    噸

Fig.69 DH号 跡青夕11。 鉄・石製l早l実測図 2/3

0     2Cm

範

‐
口
嘲

３

ノJ子

刀子

刀子

石帯

○        0 1

0運
IIIIIEΣ]IEア 9

Ogギ更:≫亀
○
        ?

O      g

9 ,2:Cm
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Fig。70 DH号・跡土錘実測図 2/3



D地区 (DH・ 12号住居跡)

晰
椰
鼈
隧
翡
３

9

Fig。71 D]1号跡 Toilet stone

D12号住居跡 (Fig73,P8・ 9図版)

0        5Cヽ 1
10

実測図 1/3

平 面 形 側  壁 床 周  溝 柱 穴 カ マ ド 備考

本跡は13

跡によって

壊されたも

で,推定で

一辺約 5m

方形の竪穴

住居 跡 で

る。

側壁上部はロー

ム層上面まで除土

したため,壁の立

ちあがりはきわめ

て低い。遺存する

壁は,北約48Cm,

南約50Cm,西約34

Cmであり,直立せ

ず外傾している。

床はローム層

そのもので,東

壁側が13号跡に

よって切られ ,

さらに,13号跡

の西側部分の貼

床が進入してき

たため,床面上

には13号跡の貼

床が遺存してい

た。

周溝は南,

北,西壁下

巾約 10～

深さ約 10～

Cmの周溝が

められた。

柱穴らしき穴

は全部で, 4個

認められたが ,

P3, P4と Pl,P2

との配置が床中

央部に 4本配す

本跡のカマ ドは現

存北,西,南壁には

認められず,13号跡

の貼床の進入によっ

て破壊されてしまい

暁土が散在 して い

た。このカマ ドはお

そらく11号跡類似の

粘土製のものであっ

たと思える。

る一般的な竪

配置とは若干

にしても,若

ものであろう

穴住居跡の柱の

異り,上屋構造

干の相違をもつ
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発 掘 調 査

D13号住居跡 (Fig73,第 8・ 9図版)

平 面 形

本跡は12号

の東壁部を

側壁上部はロー

ム層上面まで除

したため,壁の

ちあがりは, き

て低い。四囲

|ま北約30Cm,

床 は ロ ー ム

そのもので,

北,東 , 柱穴らしき穴1 東側壁中央に

下に巾約 1 よ3個確認した1設けられ,石を

わして

したもので

る。4.4× 5

のやや台形

わせる平

で,東壁

は良好 , 25Cm,深 さ

壁部が12号 5～ 10Cmの周

壁を壊し が認めら

しているた

ミ,いかなる柱1芯としてその

置を考える|を粘土で構築し

べきか即断し難|ていた。カマド

の左袖手前にク

り25Cm,東約38Cm, 床となり,1 西壁部は別|カ マドがくずれ粘土が散乱し,

西約32Cmで ぁり直 跡床面よりも

20Cm低 くなっ

ごとく破|さ らに芯材に用いられた石も

にカマ ド せず,外傾して に遭ったた1在 していた。火床は方形で良く

設`けられている。 ている。 め 明瞭 を欠1焼け,赤色を呈していた。煙

いる。 は認められない

カ マ ド
1備
考

Fig。72 D13号跡カマ

64

ド実測図 1/40



D地区 (D12・ 13号住居跡)
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墨
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∞
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Fig.74 D12号跡土器実測図 1/3



:     
曰

革輸

0     2Cm

-Fig.76 D12号跡鉄製品 2/3

鉄 製 品 (Fig76)

M

Fig。77 D12号跡 TOilet stone実 測図 1/3

Fig。75 D12号跡土器実測図 1/3

D地区 (D12号住居跡)

名称
番
号
版
号
図
番
出土状況
図版番号

備   考

刀子 両端欠失,床面直上出土
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考

調色

内

器

　

形

発 掘 調 査

D12号跡土器一覧表 (Fig74・ 75,第 16・ 22・ 29図版)

図版

番号 体部 底部

砂粒含有

母含有

母含有

砂粒含有

母,粗砂粒

AIロ クロ

AIロ クロ

Al"'t o

AIロ クロ

Alerv
BIロ クロ

29--5 薬附着 AIロ クロ

29--1 外面釉薬附着 AIロ クロ

6 含有 ロクロ

砂粒含有 BIロ クロ

良質 ロク ロ

AIロ クロ

9 BIロ クロ

16……5 母,粗砂粒含有AI手裡

外面より口辺部にかけ指で整形

1音文

器底部不正形,暗文

暗文,外国辺部煤附着

窯燻れ有

高台付

ⅢL形高台付

高台付,内面釉薬が層をなし付着

宝珠のみ

天丼部のみ,内面横なで整形

天丼部のみ

釉薬若干附着

内面指,箆で整形

底面一部祭1離,内部箆整形

有細L壷形須恵器

体面煤lll・l着,櫛 目状痕

体面細櫛日状痕

頸部から胴部にかけて細櫛目状痕
内面箆で整形, 日辺部煤附着

木葉底の上を箆で削っている

内面細櫛目状痕

高台付,内面自然釉附着

暗文,体部に「本」の箆書き

外

外

杯

外

外

外

外

杯

杯

蓋

蓋

蓋

不

耳
量

笠

甕

甕

甕

甕

壷

褐
　
褐
　
褐

黒

黒

黒

黒

黒

母,粗砂粒含

砂粒若干含有

母含有

質

母,粗砂粒

不 明1木
c y' el.'' j

p2elh

A

A

糸

糸

糸

糸

糸

糸

　

ヘ

欠
　
欠
　
欠

欠

ラ

ラ

欠

欠

欠

欠

ヘ
　

ヘ

1

1

1

1

茶

褐

褐

母,粗砂粒含有 AIロ クロ

母,粗砂粒含 AIロ クロ

A

母,粗砂粒含

Ａ
　
Ａ
　
Ａ

δ8



D地区 (D13号住居跡)

0               10CM

Fig。 78 D13号跡土器実測図 1/3

δ9



発 掘 調 査

D13号跡土器一覧表 (F増 78,第 22・ 30図版)

2--7

手

ワラ付痕

鵬　　　　期　　　　　　　　　　着

全

色

陛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

淋

１
・　
　
　
巻
´
‐

臓
憮
池
絶
椰
　
ユヨ　
ミ
　
楯
蜘

［］̈
ｍｍ　　罐敵蝉　̈
　̈　帖岬

確厳蠍　剛
廊　　帥耐

賊
咄
嘲
‐コ辺‐
爾
　
　
柵
厳
嚇
　
価
獅
　
　
卿
師

晴

日

日

日
底

　

　

体

暗

頸

―

―

―

―

―

―

―

―

で―

「

‐

で
‐

刹

「

―

―

―

―

―

な

　

　

　

な

な

横

　

　

　

横

横

き

　

欠

欠

　

欠

欠

欠

欠

欠

欠

　

ラ

恢
褐

褐

灰

褐

褐

副

翻

翻

黒

黒

黒

灰

褐

褐

副

剤

翻

灰

1
外

不

杯

外

杯

杯

不

外

杯

壷

甕

甕

壷

壷

壺

壺

不

9

6

B
B
A
A
B
A
A
A
A
A
A

糸

糸

糸

糸

糸

糸

ロクロ

ロク ロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロク ロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロクロ

ロク ロ

ロクロ

ロクロ

H11

H12

H13

H14

S15

S16

H17

8

H19 30--2

K11 30--1

H111 30--11

黒 1褐

二11

黒 1淡

黒 1淡

母含有

砂粒含有

砂粒含有

砂粒含有

砂粒含有

砂粒多含有

砂粒含有

1母,粗砂粒含
質

母若干含有

砂粒多含有

砂粒含有

砂粒含有

含有

砂粒含有

H11

K11

slr

S11

S11

30--5

30--7

4

S11 1

clrl

Fig。 79 D13号跡土錘実測図 2/3

0○

9,ζ

917 Cm

『
一内面‐クト面

脚 1酬 1咆

鉄製品 (Fig 80)

刃部先端欠失,茎部に木質銹着

東壁床上 +20Cm埋積土中出土

Fig.80 D13号跡鉄製品実測図 2/3

7θ



D地区 (D14号住居跡)

D14号住居跡 (F増 81・ 82,第 11図版)

平 面 形

本跡は15号 1 西側壁は15 床面は比 Pl～ P4の

跡南東部大半|を切って構築さ よく保存され , 穴が主柱

を切壊して構|たため,壁の立 ぼ平らであっ 穴と考えら

築したもので|あがりはきわめて とが,全床面 | る。その他の

ある。平面は1低 く4～ 5 Cm程 5～ 10Cm程度 P5～ P8は

5。 8m x5。 2 を認め得た。 であった。 し的な柱穴

の不正長方形Hヒ,東,南側壁は 床面中央に, あろう。

で,各壁は若|それぞれ約22Cm, 粘土,炭化物を含んだ焼土が薄く遺存してい

干中央部が外|の立ちあが りで た。この焼土は位置からして15号跡のカマド1色

へ張り出し気|っ た。 の痕跡のように思えるが,貼床の埋土であっ|た

味でいわゆる胴張 りを思 わせ

る。カマ ドは西壁中央に設けら

れていた。

たから,15号跡とは無関係である。    |ら

溝
1柱

穴
|カ
マ ド
1備
考

淵
測

可

劇

引

「

て
Ｉ

Ｊ

「

川

剥

「

Ч

め
‐

‐

‐

‐

‐

‐

¨̈
¨̈
”̈
¨̈
一̈
れ

北,東,南

に巾 10～

,深さ10～ 15

にわたって用

認` め られ

Fig。 81 D14・ 15号跡実測図 1/80
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発 掘 調 査

D15号住居跡 (Fig 81,第 11図版)

平 面 形 仰l

本跡は14 111量 産́L剖ζはロー

の構築によム層上面まで除土

って東半分膨 したため,壁の立

ちあがりはきわめ

て低い。遺存する

が破壊さ

た もの で あ

る。 の立ちあがりは

28 Cm,  1ヒ

東約28Cm,南 西約

20Cmで直立せず外

傾している。

Fig。82 D14号跡カマド実測図 1/40

現存部において

は, ローム層その

ものを床としてい

る。

西壁中央部に1 柱穴らしき

められず,そ 1穴は一個しか

以外の現存部1認められなか

下には巾約 101っ た。もっと

～15Cm,深 さ5～ 15Cmの周溝が認|も ,14号跡の

められた。

周満の認められなかった西

P6な どは本跡

属のもので

央部と,Plと の間にトイレット

トーンが遺存していた。

ス|あ ったかも知

ない。

柱溝周床壁 穴 カ マ ド
1格
考

実測図に よ

ば,14号跡が本

のカマドの痕跡

ある様に誤解され

易いが,こ の焼J二

は14号跡に属する

もので,本跡のカ

マ ドのカマ ド

されたものかどう

かは不明である。

72
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Fig.83 D14号跡土器実測図 1/3



発 掘 調 査

D14号跡土器一覧表 (F増 83,第 17・ 30・ 31図版)

体部 底部

1--4

1-2

1

1

17--6

1

外面一部煤附着

外面一部黒色

墨書あり

高台付 (は りつけ)

宝珠のみ

高台付 (は りつけ)

」rllL型高台 f・ll外面に施釉

高台付 (は りつけ)

内外面共に施釉

体面一部煤1付着。外面に細櫛目状
痕

高台付 (は りつけ),内面に施釉

体面釉薬附着,底面櫛目状痕

砂質で硬い

体面釉薬附着

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

Ｍ

Ｉ

Ｉ

獅

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｈ

Ｓ

Ｓ

‐
‐Ｓ
Ｅ

Ｆ

‐

Ｋ

0 01

器

形

外

杯

不

外

不

蓋

外

外

外

杯

甕

壷

甕

不

不

ラ
　
　
々
〈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
ラ

欠

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ
　
　
々
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一フ
　
　
ラ
　
　
　
　
　
丼メ

糸

糸

糸

へ

糸

　

へ

不

ヘ

　

　

　

　

ヘ

ヘ

ロ
ー
．１

耐

ロー‥

ロ
ー

ー

引

ロー

ロ
ー

ー

引

可

劃

Ｊ

例

「

積
‐

コ

「

「

‐

Ｊ

「

ロク

ロク

ロク

ロク

ロク

ロク

ロク

ロク

ロク

ロク

○唖 不 O

Fig.84 D14号跡土錘実測図 2/3
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0     2Cm

―

D14号跡鉄製品実測図 2/3

D地区 (D14号住居跡)

Fig。 85

鉄製品 (Fig85)

9    等M

Fig。86 D14号跡 TOilet StOne実測図 1/3

19-71    1床 面直上出土,周溝附近

央部より先端部は欠失,床面直上出

75
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Fig。87 D15号跡土器実測図 1/3

D15号跡土器一覧表 (Fig 87,第 22・ 31図版)

色 調

内
土 三
副

杯

杯

岡

壷

蓋

不

甕

甕

甕

甕

外面一部黒色

‖音文

若干釉薬附着

体面釉薬附着

内面細櫛目状痕

外面に釉薬粂1離

内面細櫛日状痕

「
  1雰
黒[】tllし,1

黒

黒

灰

翻

褐

麒

麒

漏

灰

褐

Ｈ

Ｈ

Ｋ

Ｋ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ロク ロ

ロクロ

ロクロ

砂粒含有   IA
母,粗砂粒含有IA
良質      IA

砂粒含有   IA
砂粒含有   IA
砂粒含有   IA
母,粗砂粒含有IB

雲母,粗砂粒含有IA

7δ
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0運
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Fig.88 Fig.89 D15号跡鉄製品実測図 2/3

青銅,鉄製品  (Fig 89)

D地区掘立柱建物遺構 (F増9o～96,第 9図版)

本地区もB地区同様掘立柱の建物遺構が多数発見された。調査の便宜上ローム上面までの黒

色土を取り除いたので,C地区同様柱穴の深さは当初のものより浅いものであることは述べる

までもない。また遺存していた柱穴によって6棟分の遺構を想定したのであるが,他の柱穴も

発掘地域を拡張することによって,それぞれ建物の遺構としてまとまるものと考えられる。本

地区の掘立遺構も,C地区同様,D ll号跡床面に柱穴が遺存していることから,竪穴式住居よ

りも後築になるものと考えられる。掘立遺構の大きさについては以下計測値を表示する。

D地区 (D15号住居跡 。掘立柱建物遺構)

錘 (Fig 88)1, 2土

o    2Cm
:  =  I口

Ｖ

岡
Ｕ

m

D15号跡土錘実測図

10

11

12

13

‐
14~

3間

3間

3間

2間

2間

約22.5尺

約 19。 5尺

約 19。 5尺

約14.6尺

・
約13,0尺

2 間

2  rH5

2間

2間

2 間

約14.6尺

約15.0尺

約13.0尺

約 H。 5尺

約12.0尺

Fgi.9o D地 区土器実測図 1/3
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Fig。91 D地区掘立遺構配置図 1/180
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D地区 (Dll号掘立遺構)
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Fig。92 Dl号掘立遺構実測図 1/80
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Fig。93 D2号掘立遺構実測図 1/80
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Fig。94 D3号掘立遺構実測図 1/80
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Fg。96 D5号掘立遺構実測図 1/80
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地区 Pl P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 Pll P12 P13 P14 P15 備 考

A

1

2

3

4

5

6

18

15

76

10

53

11

78

5

52

11

81

11

62

13

58

15

45

4

59

18

40

21

貼床

貼床

B
16

17

41.2 49。 4 50.04

C

7

8

9

10

45

40

50

12

40

50

53

13

35

21

40

16

50

40

30

14

50

16

40

15

30

41

10

10

20

22

18

10

22

76

D

11

12

13

14

15

47

20

50

36

25

55

14

60

45

貝占ラκ

員占ルに

住居跡柱穴深度一覧表 (cm)

掘立遺構柱穴深度一覧表 (cm)

住居奏柱穴・掘立遺構柱穴深度一覧表

10

11

12

13

14

44  1  41  1  19

42  1  50  1  56

17  1  87  1  42

18135131
18  1  30  1  32

16  1  34  1  35

39  1  46  1  37

17  1  18  1  94

34  1  53  1  60

51  1  45  1  42  1  70  1  25  1  60  1  50

41  1  30  1  15  1  60  1  15  1  25  1  40

30  1  40  1  45  1  40  1  40  1  50  1  47

40  1  38  1  42  1  36  1  33  1  35

22  1  40  1  38  1  30  1  32  1  25  1  20
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す

びむ

以上,発掘調査した 4地区の遺構について略述したのであるが,遺物について若干のまとめ

を述べる。

竪穴住居跡から出上した杯型土師器の大多数は内面黒色を呈するい わ ゆ る黒色土器であっ
は)

た。そのほか須恵器が若干伴ない,合せて灰釉陶器の存在,鉄製品などは本遺跡の時代的特色

を物語るものであろう。

土器に墨書の多く記るされたもの,ま た,さ らには高貴なガラス玉,腰帯金具類の出土はこ

の集落内に「衣冠束帯」に身をかざるという識者の居住したことを証するものであろう。本報

告にぉいて Toilet stOneと 名称するものは,た とえばC10号跡柱穴 (P2)そ ばに山積してい

たものを見ると大型のものと小型のものとがそれぞれかためられておかれているごとき,き わ

めて当初の状態を遺すものであろう。この遺物は名称するごとく用便の具としてもちいたもの

ではなかろうかと推考するのである。もっとも便所を特定の場所に認定することは現段階にお

いて困難であるが,住居の近くにぉいて便じたと考えるのはきわめて一般的ではなかろうか。

集落跡の一部に蒔 (v字状溝などとも呼ばれる)が見られるけれどもこれ らの溝が集落と同時併

存していたものならば, これらの藩もまことに格好な便所としてもちいられたものではなかろ

うか。                                     、

灰釉陶器についてはこの地方 (上伊州
`ネ

‖S)ですでに出土地 80カ所を数える多 きに達っしてい

る。かつて大場磐雄博士は「平出」の報告書において灰釉陶器 (同書272頁)について高説 を述

べられ,当時長野県下において138カ所をあげておられたが, その後10数年 の歳月は上伊那郡

にぉいて大場博士は57カ所をあげておられるのに,すでに80カ所以上の多くを知りうる結果と

なった。この灰釉陶器は信濃,美濃を中心として発見されるもので,その製作窯は二,三知ら

れてはいるがいずれも信濃国外であって,か くも多量に信濃国内へ供給されたことは, この時

代の交通路はもちろんのこと受給者側としての信濃居住民の経済力,尚 また,生活程度のいか

に高度であったか推考する資料として重要であろう。もっとも灰釉陶器の製作窯が信濃国外に

のみ築用されたと断ずるのではなく,おそらくはこの伊洲
`谷

のどこかに築窯され,活発な生産

がなされ,居住民の生活向上に資したという考えの成立することをひそかに希うものである。

須恵器のうちC7号,D12号出上の有紐土器は紐の瘤状に表現された部分によってみると松

本市の市外,大村廃寺跡ならびに松本市北西の田満古窯から類品が出土している。これだけの

資料をもって即断することはつつしまねばならないが,須恵器の一部は松本市北西の古窯から

註 1 稲垣晋也「瓦器婉の成立と展開」『 日本歴史考古学論叢』第 2巻所収
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の供給によったものであろう。

土師器の中に雲母を含むものは粘土に雲母の含有したもので製作したのである。雲母を含有

する粘土は本遺跡西端の段丘崖に設けられた道路の切り通し面に露呈している粘土がそれであ

ろう。したがって雲母含有の土師器はこの集落居住人によって製作されたものとも考えられよ

う。

各住居跡からは比較的多くの鉄製品の発見があった。これらの鉄製品の製作はこの集落内で

製作したものかどうかを明瞭にすることはできないが,B16号跡南方ローム上面より出土の輔

口(第 16図 1)の出土があり, さらに各住居跡内埋積土中(B16,C7,Dll号)又は床面上 (C7,

Dll号)か ら鉄滓の出土があったことなどは製鉄,鍛冶の存在を認めることができるが,はたし

てこの竪穴住居集落におけるものか,掘立遺構の時期に属するものかは不明である。

つぎに遺構についてみると遺物の面からほぼ同一時期として把握し得るが,住居跡の重複は

そこに時間的な厚みを考えねばならない。

A2号跡は当初,面積の小さな住居で西壁中央にカマドを施設してあったが,拡張がなされ

カマドは当初のままであったため西壁南よりに遺存していた。この住居の拡張は居住人口の増

加に伴った結果と考えてよろしかろう。

竪穴式住居の調査でしばしば考えさせられることは出入日の位置を認定し得る遺構に遭遇し

ないことである。これはわれわれの調査の方法に欠けるところがあるが故のものとも思 える

が,調査に際しては,こ とのほか,これについて意を注いでいるのであるが一向にそれを明ら

かにし得ない。そこで考えられることはハシゴを使って上(屋根の一部)か ら出入りす ることで

あろう。あの比較的高さのある側壁を一跨にすることは骨がおれるし,か りにそこを使って出

入をしたとすれば,その部分の側壁は自然にくずれて壊れることは述べるまでもない。しかし

遺構について見ればそのような痕跡を認めることはできない。かりに屋根からのハシゴを利用

しての出入でなかったとし,側壁にハシゴをかけたとすることも考え方としては成り立つであ

ろう。いずれにしても,今後にのこされた重要な課題の一つである。     、

この遺跡においてはローム層そのものを床とした住居跡と貼床の住居跡があった。貼床の住

居においては柱穴を認定することが調査の時間的制約から充分になしえなかったことはまこと

に残念である。また, ローム層そのものを床としているものについても屋内に柱穴を確認する

ことのできなかったものもあった。この種の住居の上屋構造をどの様なものにすべきかについ

てはきわめて困難である。掘立遺構として多数を検出したがB地区において,柱の根固めに住

居跡併存期の土器類を使用していたことや,B16,Dll号住居跡の床面にこの種の柱穴が穿た

れていたことは,竪穴式住居が廃屋となり竪穴内に周辺の土砂が埋積した後の工作であること

はまちがいない。したがって掘立遺構を竪穴住居集落に伴なう高床式の建物と考えることは困
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難ではなかろうか。

D地区に見るような 3間 ×2間の建物が相接して建てられた(1号, 2号 )こ とは 1号 , 2号 ,

3号の 3棟が同時期の建造ではなく時を異にして建てられたものであり,そ こには時間的厚み

を考えなければならない。このような遺構や遺物から総合して考えるにこの集落は竪穴式住居

で生活を営んだ時期とその後に掘立柱の建物による生活の展開された集落の二時期を想定し得

る。しかも後者の次の時期は段丘崖下に集落を営んだ鎌倉時代であろうから,こ れを遡ばれば

10世紀中頃からρ集落跡として考えられる。いずれにせよこれらの集落は和名抄による諏訪郡

手良郷の一部とするも間違いではなかろう。
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(下 )

B地区全景

北より

B4掘立遺構全景

北東より
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(上 ) B16号 跡全景

B3掘立遺構が住居跡床面に

あり、住居跡右1員1に はBl掘

立i童構がみられる。

平板 (人物 2人 )の 向うにB
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C8、 9、 10号跡全景

9号跡には焼材がみえる

南東より

C8、 9、 10号跡全景

9号跡の焼材を取 り除いた。

10号跡の周溝の一部明瞭にみ

える。

南東より

(~ド )
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(上 )

(下 )

C9号跡南東隅焼材の遺存状態

南東より

C10号跡カマ ド

9号跡の煙減後につ くられた10号

跡は、 9号の焼土や炭化物を削り取

って構築 したが、 カマ ドの芯には自

然石を使用 し、しかも炭化物 (含焼

土)の上に置いてあった。

西 より
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(下 )

C地区全景

手前は 7号、向うに 8、

跡がみえる。

C7号跡全景

9、 10号

南 より

束 より
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下

13号跡 )D地区全景 (除 12、

東より

D ll号全景

住居跡左上方にDl掘立遺構

がみえる。

束より
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(_L) DH号 跡カマ ド附近

北西より

(下 ) D12、 13号跡全景

手前は13、 その向うは13号跡

西 より
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(~F)

D14、 15号跡全景

左14号跡、右15号跡

14号跡左向うに19号跡がみえる。

JLよ り

D18号全景

南 より
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(1)

B16号跡カマド

(3)

B16号跡カマ ド右

裾先端 にi童存 して

いたカメ。

(5)

C7号 跡カマ ド

(7)

C9号跡柱穴 (P)

に遺存 していた小 さ

な焼材 (柱材 と思わ

れる。)

9)

B16号跡カマ ドの芯

(4)

A2号 跡カマ ド

(6)

DH号跡カマ ド

(8)

C9号跡遺存の焼材
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(L) C9号 跡のιOjιθι sιのcの 出土状態

(中 ) C9号 跡のιOjιθι sι∽cの 出土状態

(下 ) C7号 跡東壁寄 り北西のιOjιθι sι
“
cの 出土状態



第
１３
図
版
　
（上
Ｘ
中
）Ｃ
９
号
跡
の
ざ
」ざ
』
Ｌ
ｏ
ｓ
ω
の
出
土
状
態

（
下
）
Ｃ
７
号
跡
東
壁
寄
り
北
西
の
ざ
」ざ
ヽ
●
ざ
さ
ω
の
出
土
状
態



(Zli上 )

C7号「亦束壁中央

部 より発見された

長方形砂岩 (石氏石 ?)

(ア II I[|:1)

ピンセッ トJII鉄製

lマ:の た|」二liり 1大態

(B16)

(イ f上 )

A5号跡カマ ド附近出Ji

の鍔付カメ型土師器片

(4「中 )

鉄鏃の出土状態 (D13)

(~|ミ

‐

)

B-16号 跡南束部の周溝に接 した貼床中より

出Jlの 高台付須恵器 (南寄 り)。



.|′ ′̀

■17●
″
:'お it i:″,′  `ち″ィ| :

,‐ ′ ′̈一　
　
　
一^
′，

二れ
，
´

ノ

第

１４
図
版

|、

 アI:ノ :

三中 ll

16ヒ C
リ ン 7
『小セ )ナ

||」
ノ『ll(

1〔  ト  リ〔
|||: ll‖  |lti

ノ)鉄 中
|」 製 りt
i緯 |1占 |‖ ;

liプ)t
l妾 |||り

し |■チさ
た Jサt)と
lvi態 さ

II:|:
り _り∫
|||イ「 ||′

11111砂

イ|」 lt∵ |

し1 11t ttlt

l13:

『力:

カ

凛 ′

|:  `'
′   ■
`轡tlオ i:

.■ 11‐
|



(左上)      (右 上 )

右写真の鉄斧(C7)C7号 跡北側周溝からの

鉄斧その他の出土状態

(中 )
右上写真の餃具、鈴、土錘の出土状態 (C7)

(下 )
鉄製紡錘車の出土状態 (A5号跡 )
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